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北海道上川家畜保健衛生所 

越境性動物疾病について 

○高病原性鳥インフルエンザ  
今シーズンは、令和８年４月２２日現在までに、家きんで16道府県24事例の発生があ

り、約576万羽が殺処分対象となりました。北海道では５事例の発生がありました（下

表参照）。また、野鳥（環境材料を含む）では、16 道県166事例確認されており、渡り

鳥だけでなくハシブトカラス等の留鳥からも本病のウイルスが検出されています。そのう

ち12事例は管内で回収されたハシブトカラスの死体からでした。このことから、環境中

にウイルスが広く存在している可能性があり、本病の発生防止のため  、今一度、下記の

発生予防ポイントを確認し、衛生対策の徹底をお願いします。  

【北海道の発生状況（家きん）】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 119号 

令和 8年 5月 

（農林水産省HP 鳥インフルエンザに関する情報）  

本病に関する最新

情報等については

、農林水産省HPの

「鳥インフルエンザ

に関する情報」をご

活用ください。 
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○口蹄疫 

平成22年以降、国内における本病の発生はありませんが、世界各地で継続的に発生がみ

られます。令和８年１月、韓国で９ヵ月ぶりの本病の発生が認められ、令和８年４月、中

国では東アジアで初となる血清型（SAT１型）による本病の発生が確認されました。SA

T１型はアフリカ由来の口蹄疫ウイルスで、中東を介して中国へ発生地域を拡大していま

す。また、今年1月に中国からの旅客が新千歳空港に持ち込んだ畜産物（山羊の足）から

本病ウイルスが分離されています。人・物を介した国内への侵入リスクは非常に高い現状

です。  

 

【口蹄疫の特徴的な症状】  

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：農林水産省HP) 

泡沫性流涎  口腔内の水庖  鼻平面の潰瘍  蹄の剥離  
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○アフリカ豚熱(ASF) 

令和７年10月、台湾の飼養豚１件で本病が発生したため、アジア地域における本病の

清浄国は日本のみとなりました。また、令和元年9月から発生している韓国では、豚飼養

農場での79件の発生のうち、24件が令和８年（４月１３日現在）の発生となっており急

増しています。また、野生イノシシでの感染も続いています。  

ASF発生国から持ち込まれた携帯品から感染性を有するASFウイルスが分離された事

例もあることから、国内への侵入リスクは高い状況にあります。  

 

 

○豚熱(CSF) 

令和８年５月５日現在、豚熱は全国で26都県10４事例の発生が確認されています。ま

た、野生いのししでは、養豚場での発生が認められていない都府県で本病の陽性個体が確

認されています。北海道内では豚熱の発生は確認されておらず、飼養豚には本病のワクチ

ン接種を実施してておりません。本病の侵入防止のための飼養衛生管理基準の遵守を継続

してください。  

ワクチン接種農場の生きた豚（と畜場出荷を除く）、精液、受精卵、死体、排せつ物等

、敷料、飼料及び家畜飼養器具は原則として、ワクチン接種区域内の移動・流通に限られ

ているため、国外からの輸入を除き、道外から豚（愛玩用を含む）、精液及び受精卵等の

導入はできません。  

 

 

(出典：農林水産省HP) 
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【CSF発症豚（岐阜県提供）】  

 

異常家畜の早期発見と早期通報をお願いします！   

飼養衛生管理基準の遵守を徹底、継続するとともに、高病原性鳥インフルエンザ、口蹄疫

、アフリカ豚熱、豚熱などを疑う特定症状を認めた場合は、直ちに家畜保健衛生所に通報

をお願いします。通報があった場合は、農場へ立入検査を行いますので通報時から家畜の

移動自粛等をお願いします。  

 

令和８年度予防事業計画 

今年度の家畜伝染病予防事業の日程は、次のとおりです。  

該当市町村の飼養者及び関係者の皆様、御協力をよろしくお願いします。  

検査名  実施する区域  検査日程  検査対象  

牛のヨーネ病検査  旭川市  ５月  ・搾乳用雌牛及び繁殖用肉用雌

牛（生後24か月齢以上）並び

に種雄牛  比布町  ５月  

上富良野町  ６～７月  

名寄市  ９～１０月  

幌加内町  11月  

蜜蜂の腐蛆病検査  管内全市町村  ７～８月  ・定飼及び転飼されている  

全蜂群  

牛の伝達性海綿状脳症検査  管内全市町村  通年  ・特定症状を呈する牛  

・特定症状以外のBSEを否定

できない症状を呈する牛  

高(低)病原性鳥インフルエンザ  

定点モニタリング  

旭川市(2戸) ６～９月  

（1回/月）  

・６週齢以上の家きん  

比布町(1戸) 

高(低)病原性鳥インフルエンザ  

強化モニタリング  
調整中 (1戸 ) ・100羽以上の家きん（だちょ

うは10羽以上）を飼養する

農場  

飼養衛生管理基準立入検査  

（注）  

愛別町、上川町

、東川町、士別

市、富良野市  

５～３月   

（注）牛のヨーネ病検査を実施する市町村では、検査時に合わせて飼養衛生管理基準の遵守状況

を確認します。  

 

 

パイルアップ  

（悪寒で身を寄せ合う）  耳翼の紫斑 結膜炎 
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監視伝染病発生状況 

令和8年次の当管内及び道内の監視伝染病発生状況は次のとおりです。  

家畜伝染病  
病名  

家畜の  

種類  

上川管内 (R8.1～４月 ) R8.4.17 現在  北海道 (R8.1～３月 ) 

戸数  頭数  発生場所  戸数  頭羽数  

ヨーネ病  
牛  3 ７  美瑛町、上富良野町  １１９  ２８９  

山羊  0 0 －  1 4 

高病原性鳥インフ

ルエンザ  
鶏  0 0 －  ２  ４  

高病原性鳥インフ

ルエンザ  疑似患畜  
鶏  0 0 －  ２  640,140 

 

届出伝染病  
病名  

家畜の  

種類  

上川管内 (R8.1～４月 ) R8.4.17 現在  北海道 (R8.1～３月 ) 

戸数  頭数  発生場所  戸数  頭羽数  

牛ウイルス性下痢  牛  0 0 ―  16 21 

牛ウイルス性下痢  

（疑症）  
牛  0 0. －  2 2 

牛伝染性リンパ腫  牛  
1３  

（ 2 ）  

４８  

（３7）  

占冠村、上富良野町、

美瑛町、東神楽町、士

別市、幌加内町、名寄

市、美深町、中川町、

音威子府村  

（旭川市、名寄市）  

86 
180  

（２７）  

牛伝染性リンパ腫  

（疑症）  
牛  ０  ０  －  1 1 

牛丘疹性口内炎  牛  ０  ０  －  １  1 

破傷風  牛  0 0 －  ２  ２  

サルモネラ症  牛  0 0 －  ７  1８  

牛伝染性鼻気管炎  牛  ０  ０  －  １  ２  

馬鼻肺炎  馬  0 0 －  1５  ３４  

豚丹毒  豚  ０  ０  －  ３  
１１   

（８）  

豚繁殖・呼吸障害  

症候群  
豚  0 0 －  １  １  

※発生戸数・頭数欄の（  ）内は、と畜場での発生数で内数  
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死亡獣畜処理指示書のBSE検査要否チェックの確認を！ 
令和６年４月1日から、検査対象は疾患原因が判明していない「全ての特定症状牛」

および「全ての起立不能等の牛」となりました。  

BSE検査の要否については、検案した獣医師が発行する死亡獣畜処理指示書（以下、

指示書）に記載し、家保宛てに届出をしていただいているところですが、指示書の記載

ミスやBSE検査要否チェック漏れが多く確認されております。指示書の交付前には、今

一度、確認をお願いします。  

また、旧様式の指示書を使用する場合は、下記の記載方法をご確認ください。  

なお、検査対象の変更に伴い6か月齢未満の死亡牛の検案時、当該牛がBSE検査対象

となる場合は、死亡獣畜処理指示書の発行並びに届出が必要となります。  

 

病性鑑定材料の採材・送付・手数料について 
○必ず事前の連絡をお願いします。疾病原因検索の場合、治療前の発症初期に採材す

ることが重要です。治療経過が長かったり、発症後時間が経過している場合、原因と

なる病原体が検出されない場合があります。  

○検体搬入の際は、病性鑑定依頼簿等に検査個体の情報（個体番号・品種・性別・生

年月日等）を記入し、検体と一緒に搬入してください。  

○厳冬期（12月～２月）に検査材料を送付する場合は、できるかぎり冷蔵で発送をお

願いします。検査材料が凍結すると検査ができなくなる場合があります。  

 

①  健康検査（移動のための検査等）  

病性鑑定依頼簿等に個体情報、採材年月日、採材獣医師名、証明書の必要の有無、

結果の送付先、移動の場合は移動予定日を記入してください。また、必要に応じて登

録書（牛・馬）の写しも添付してください。  

なお、健康検査につきましては、検査結果が陰性の場合、電話やFAXでの結果連絡

を行わず、病性検定(診断)結果通知書の送付のみとなります。検査結果が陽性の場合は

、結果が判明次第、御連絡いたします。  
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 搬入  

材料  
採材量  注意点  

ヨーネ病  血清  2mL以上  ○採材時６か月齢以上であることを必ず確認  

牛ウイルス性下痢  
血清  

全血  
2mL以上  

○６か月齢未満の場合は、血清と併せて全血も

必ず採材  

牛伝染性リンパ腫  
血清  

全血  
2mL以上  ○遺伝子検査の場合は全血が必要  

②  疾病原因検索  

疾病原因検索では、疫学情報（ワクチン接種歴・発生経過等）が重要です。病性鑑定依

頼簿等に疫学情報を記載するとともに、必要に応じてカルテの写しを添付してください。  

 搬入  

材料  
採材量・頭数  採材方法・注意点  

呼吸器病  

原因  

鼻汁  

全血  

血清  

鼻汁は３本/１頭  

 

複数頭数が望ましい  

○鼻腔をアルコール綿花で消毒し、

なるべく鼻の奥から採材  

○採材後のスワブは乾燥厳禁  

  →綿球の半分が浸る程度、滅菌生

食を入れる  

○抗体検査用の後血清は、約３週間

後に採材  

 

下痢原因  糞便  

全血  

血清  

糞便は親指大以上、ピンポ

ン球程度  

 

複数頭数が望ましい  

○糞便は直検手袋で採材  

○抗体検査用の後血清は、約３週間

後に採材  

異常産  

原因  

胎子  

胎盤  

母牛  

血清  

 ○確定診断には、胎子・胎盤の搬入

が重要です  

○牛の場合は家畜伝染病予防法第５

条に基づくブルセラ症のサーベイ

ランスを実施しています  

病理組織  

学的検査  

臓器  病変部を3cm×3cm×3c

m大に切り取り、10～20

％ホルマリンに入れる  

○採材後、速やかに十分量のホルマ

リンに浸漬  

○搬入時はホルマリンが漏れないよ

う密封容器に入れる  

牛伝染性  

リンパ腫  

血清  

全血  

血清・全血は2mL以上  ○採材当日に搬入できない場合は、

血液塗抹標本も送付  

細菌用   

 

ウイルス用  

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ用  
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○病性鑑定を依頼する際は、病性検定手数料を北海道収入証紙で納入してください。収

入証紙に消印（割印）は不要ですが、当所で消印処理しますので、収入証紙は間隔を空

けて貼付してください。  

 

 

 

ヨーネ病自主検査について 

公益社団法人北海道家畜畜産物衛生指導協会（以下、衛指協）が実施する「家畜生産農

場清浄化支援対策事業」に基づく自主検査は、昨年度と同様に実施されます。次の点に留

意して受検してください。  

１  検体搬入日  

・締め切り日は右表のとおりです。  

・結果判明まで1週間程要するため、移動予定を考慮

した計画的な受検をお願いします。  

 

２  病性検定手数料  

１件につき4,400円です。（北海道収入証紙）  

 

３  月齢確認  

受検牛が採材日の時点で、満６か月齢以上であるこ

とを必ず確認してください。  

 

４  当所への申請書類  

・個体情報が確認できる書類 (採材証明書、登録証の

写し等）  

・「病性検定診断申請書」  

  ※収入証紙への消印（割印）は不要です。  

 

５  その他  

・「病性検定診断申請書」への記載や証紙貼付方法など、申請書作成時に分か  

らないことがある場合は、必ず当所までお問い合わせください。  

・年度途中に、衛指協から本事業の終了が通知される場合があります。事業終  

了後は通常の病性検定となり、補助金は交付されませんのでご承知ください。  

※慢性頑固な水様性下痢などヨーネ病を疑う病性鑑定は随時受け付けます。  

ヨーネ病検査材料受付締切日  

年  月  日  曜日  

2026 

５月 20 日  

水  
６月 17 日  

7 月 15 日  

8 月 19 日  

9 月 18 日  金  

10 月 21 日  

水  

11 月 18 日  

12 月 16 日  

2027 

1 月 20 日  

2 月 17 日  

3 月 17 日  

【ウェブサイト】  

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/st/kir/urisabaki_syo_16_kamikawa.html  

管内の北海道収入証紙売りさばき所は、下記の

QRコードまたはウェブサイトで確認できます  
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サルモネラ症に注意しましょう！！ 

○  北海道内における発生状況  

 令和４年から５年にかけて急増した道内のサルモネラ症の発生は、令和６年に減少に転

じましたが、依然として道内各地で発生がみられます。血清型の傾向に大きな変わりはな

く、Typhimurium（ティフィムリウム）による発生が多くを占め、次いでDublin（ダブ

リン）となっています。上川管内では、令和6年と令和7年にダブリンによる発生が１件

ずつありました。  

 

○  サルモネラ症を防ぐために  

・農場に「入れない」：導入牛の健康チェック、野生動物の侵入防止  

・発症したら「拡げない」：疑わしい個体はすぐに検査、発症牛は速やかに隔離  

・環境を「汚染させない」：踏込消毒槽の徹底、器具・機械・車両の洗浄消毒徹底  

             特に飼槽・水槽などの口周り、子牛周辺は念入りに！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランピースキン病について 
本病は発熱・食欲不振・泌乳量低下のような一般症状の他、体の一部または全身の皮膚

病変が特徴的なウイルス性の疾病です。家畜伝染病予防法により届出伝染病に指定されて

いますが、令和8年7月27日まで法定伝染病と同程度のまん延防止措置が行われることに

なっています。令和６年１１月に福岡県および熊本県で日本では初めての本病の発生があ

発熱（40℃前後）、下痢（水様～血様）、乳量激減など 

がみられたら、獣医師に相談しましょう！！ 

 

Dublinの場合は・・・  

子牛の呼吸器症状や突然死、  

流産の増加がみられることも。  

下痢症状が見られないこともあります。  
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りました。本病は伝播力が非常に強く、集団発生を起こします。  

本病を疑うような症状の牛を見つけたらすぐに隔離し、かかりつけの獣医師に連絡して

ください。獣医師の方は本病を疑う場合は速やかに家畜保健衛生所にご連絡ください。  

 

伝播経路：吸血昆虫、汚染物（飼料、水、器具など）  

宿   主：牛、水牛  

臨床症状：発熱、食欲不振、泌乳量低下、全身の皮膚病変（結節）  

治  療 法：対症療法  

予  防 法：導入牛の健康観察、吸血昆虫対策、清掃・消毒の徹底等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畜産物への抗菌性物質の残留防止について 

令和７年度の管内での抗菌性物質残留事例の発生件数は、生乳で4件、畜肉で1件の発

生がりました。  

＜生乳＞  事故発生防止のため、次の点に注意しましょう。  

１ 治療牛の隔離  

２ 投薬と同時に牛に２種類以上のマーキング（肢バンド装着、乳房や後躯等にカラー

スプレー、乳頭マーキングテープ等の使用）  

３ 治療牛について搾乳前にホワイトボード・口頭等で情報共有  

４ 休薬期間後の出荷前検査の実施。牛の体調等により、休薬期間が終了しても生乳中

に残留している場合があります   

５ 搾乳ロボットを導入している農場では、入力データのダブルチェック  

＜畜肉＞  

道内での残留事例では、乳用牛を廃用し、と畜のため緊急出荷する際に休薬・使用禁止

期間の確認不足となる事例が多く見受けられます。動物用医薬品の中には使用禁止期間が

長期になるもの（例：と畜前 30 日間等）があり、注意が必要です。  

 

 

 

  皮膚病変(福岡県ウェブサイトより) 
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使用料・手数料単価一覧  

 

  

 

着任のご挨拶  

＜所長  疋田
ヒ キ タ

  瑞栄
ミ ズ エ

＞  

７年ぶり３回目の上川家保勤務になりました。着任後、久しぶりにお会いした多くの方

々から笑顔で迎えていただき、大変嬉しく思っています。一方、家畜衛生を取り巻く情勢

は７年前とは大きく異なり、高病原性鳥インフルエンザや豚熱が毎年国内発生するなど厳

しさを増しています。関係者の皆様と協力しながら家畜衛生の推進に尽力していく所存で

すので、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。  
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＜課長  藪内
ヤブウチ

 雪香
ユ キ コ

＞  

十勝家畜保健衛生所から参りました藪内です。旭川から望む大雪山の壮大な景色に感動

しております。上川は初めての勤務地であり、不慣れな点も多々ございますが、管内の家

畜衛生の推進に微力ながら貢献できるよう精進してまいります。どうぞよろしくお願いい

たします。  

令和８年度 職員配置  

転出    繁在家輝子（所長）→空知家畜保健衛生所  

     枝松弘樹  （予防課  課長）→石狩家畜保健衛生所  

 

所  長  疋田  瑞栄     次  長  梅澤  直孝   

【指導課】  

課長       川島 悠登  

稲原 一幸  

 

専門主任   菅野 則子  

 

【予防課】  

課長    藪内 雪香  

       竹花 妙恵  

専門員   竹下 李奈  

獣医師   清水 雄太  

             

【病性鑑定課】  

課長     増子 朋美男   

稲垣 華絵  

専門員      佐伯 厚記  

専門員     津坂 健晃  

 北海道上川家畜保健衛生所 

〒071-8154 旭川市東鷹栖４線 15 号  

TEL: 0166-57-2232   FAX: 0166-57-7626  

e-mail:kami-kaho.11@pref.hokkaido.lg.jp 

夜間・休日緊急連絡先：上川総合振興局（代表）TEL：0166-46-5900 

                             

https://www.kamikawa.pref.hokkaido.lg.jp/ds/khe/  

      

主査  
(病性鑑定) 

主査  
(危機管理) 

調整幹兼  
主査  

(薬事・安全 ) 

https://www.kamikawa.pref.hokkaido.lg.jp/ds/khe/

